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●医者のホンネ。 ＃10 副院長兼腎臓・高血圧内科部長 小西 啓夫

看護師のホンネ。 ＃11   副院長兼看護部長 田中 雅恵

●夏休みキッズイベント ロボット手術を学ぼう！

●がん患者さん・ご家族のみなさんへ

●Q&A 口腔ケアチームにききました！

●お薬豆知識 「湿布薬の違いについて」

●連携登録医のご紹介

●迷ったらコレ！簡単レシピ 「納豆しらすトースト」

夏休みキッズイベント
大成功！！



大阪市立総合医療センター
副院長兼腎臓・高血圧内科部長 小西 啓夫

Osaka City General Hospital

Ｑ
医
師
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

患
者
さ
ん
を
、
病
気
に
な
っ
て
い
る
臓
器
だ

け
で
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
全
体
的
に
診

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
医
師
に
な
っ
た
時
は
、
診
療
科
は

臓
器
別
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
病
気
を

診
る
慣
習
が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
専
門
性
の

高
ま
り
や
国
の
方
針
も
あ
り
、
臓
器
別
と
な
り
、

長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
か
か
り
つ
け
医
の
先

生
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
と
の
関
係
は
希
薄
に

な
り
が
ち
で
す
。
医
師
と
患
者
・
患
者
家
族
と

の
関
係
は
、
治
療
成
否
や
病
気
の
予
後
に
も
大

き
く
関
わ
る
た
め
、
今
後
も
医
師
と
し
て
身
体

的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
側
面
を
含
め
て
総
合

的
に
ケ
ア
す
る
医
療
を
、
専
門
性
を
高
め
つ
つ
、

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

1987年 大阪市立大学医学部卒業
1987年 大阪市立大学医学部第一内科学教室に入局
1995年 大阪市立総合医療センター勤務
2009年 同腎臓・高血圧内科部長
2025年7月 同副院長

医者のホンネ。

＃10

Ｑ
休
日
は
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

『
野
球
観
戦
』
で
す
。
学
生
時
代
は
、
仲
の
よ

い
同
級
生
と
、
阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
本
拠
地
で

あ
る
西
宮
球
場
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
医
師
に

な
っ
て
か
ら
は
、
朝
は
イ
チ
ロ
ー
の
大
リ
ー
グ

中
継
、
昼
は
日
本
の
プ
ロ
野
球
と
テ
レ
ビ
観
戦

中
心
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
か
ら
の
オ
リ
ッ
ク
ス
３
連
覇
以

降
は
、
再
度
球
場
で
の
観
戦
が
増
え
て
い
ま
す
。

野
球
フ
ァ
ン
は
、
二
刀
流
大
谷
選
手
の
出
現

以
降
さ
ら
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
テ
レ
ビ
観

戦
中
の
患
者
さ
ん
を
回
診
し
た
際
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
が
り
、
さ
ら
に
コ
ア
な
フ

ァ
ン
の
多
い
医
師
間
の
連
携
に
も
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。⚾

Ｑ
患
者
さ
ん
へ

日
本
で
は
、
慢
性
腎
臓
病
患
者
２
千
万
人
、

高
血
圧
患
者
は
４
千
２
百
万
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
患
者
さ
ん
の
半
数
は
、
私
た
ち
腎
臓

高
血
圧
内
科
医
が
関
与
す
る
必
要
の
あ
る
方
た

ち
で
す
。

様
々
な
合
併
す
る
病
気
や
慢
性
腎
臓
病
や
高

血
圧
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
の
治
療
が
大
切
で

す
が
、
も
う
一
つ
大
切
な
治
療
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
で
す
。
医
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
指
示

に
従
い
、
食
事
療
法
、
適
度
な
運
動
、
ス
ト
レ

ス
管
理
、
禁
煙
と
節
酒
、
良
質
な
睡
眠
な
ど
の

生
活
習
慣
の
改
善
に
地
道
な
努
力
を
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
あ
っ

て
も
、
常
に
意
識
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Osaka City General Hospital



大阪市立総合医療センター
副院長兼看護部長 田中 雅重

Ｑ

看
護
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

私
が
看
護
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、

「
白
衣
の
天
使
」
に
憧
れ
、
自
立
し
て
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
職
業

に
つ
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
高
校
の
先
生
か

ら
「
看
護
師
に
向
い
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
の

も
大
き
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
働
い
て
み

る
と
、
白
衣
の
天
使
に
は
程
遠
い
ほ
ど
激
務
の

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
仕
事
の
中
で
は

楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
何
度
も
く

じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
出
会
っ
た
患
者

さ
ん
と
の
面
白
感
動
物
語
や
、
周
囲
の
方
に
助

け
ら
れ
こ
こ
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が
出
来
、

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

1988年 大阪市立住吉市民病院入職
2006年 大阪市立総合医療センター勤務
2017年 看護部主幹
2025年 副院長兼看護部長

看護師のホンネ。

＃11

Ｑ

休
日
の
過
ご
し
方
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

仕
事
を
頑
張
る
為
に
は
、
趣
味
や
休
養
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
長
く
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
数
年
前
か
ら
ゴ
ル

フ
を
始
め
ま
し
た
。
休
日
は
ラ
ウ
ン
ド
や
練
習

に
行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
メ
ン
タ

ル
の
ス
ポ
ー
ツ
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
良
く
わ

か
り
ま
す
。
毎
回
ラ
ウ
ン
ド
の
度
に
、
評
価
・

反
省
・
課
題
抽
出
を
繰
り
返
し
「
次
こ
そ
は
」

と
挑
む
の
で
す
が
、
力
が
入
り
す
ぎ
て
も
失
敗

し
ま
す
。
平
常
心
を
保
ち
な
が
ら
１
打
毎
に
一

喜
一
憂
せ
ず
に
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か
な
か

上
手
く
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
ス
コ
ア
は
悪
く
て

も
ラ
ウ
ン
ド
に
行
く
と
自
然
に
癒
さ
れ
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
楽
し
ん
で
い
ま
す

Ｑ

看
護
師
を
目
指
す
人
へ
一
言

２
０
２
６
年
の
朝
ド
ラ
で
は
「
風
、
薫
る
」

と
い
う
、
ト
レ
イ
ン
ド
ナ
ー
ス
（
正
規
に
訓

練
さ
れ
た
看
護
師
）
の
物
語
の
制
作
が
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
少
子
高
齢
化
に
突

入
し
、
生
産
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
看
護

師
を
目
指
す
若
者
が
増
え
て
く
れ
る
と
い
い

な
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
経
て
、
医
療
は
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
や
地
域
連
携
の
強
化
な

ど
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
命
と
向
き
合
う
責
任
の
重
い
仕
事
で

す
が
、
大
き
な
や
り
が
い
と
感
動
に
満
ち
、

日
々
自
己
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

の
が
看
護
師
と
い
う
仕
事
で
す
。
是
非
自
分

を
活
か
せ
る
職
場
と
し
て
一
緒
に
働
き
ま

し
ょ
う
。

Osaka City General Hospital
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がん患者さん・ご家族のみなさんへ

がんに関するWeb公開講座(当院ホームページ）→

大阪市立総合医療センターは、厚生労働省より「地域がん診療連携拠点病院」「小児がん拠点病院」「エキス
パートパネル実施可能がんゲノム医療連携病院」に指定されています。
※がんに関する情報やイベントについては、院内掲示、パンフレットラック、ホームページをご覧ください。

がん医療支援センター

がん患者さん･ご家族への支援について(当院ホームページ）→

冊子

「大阪市立総合医療センターでがん治療を受けるあなたへ」

当院がん医療支援センター監修（当院ホームページ・がん医療）→

https://www.osakacity-hp.or.jp/ocgh/about/cancer/

にん よう せい おん ぞん

妊孕性温存治療をご存知ですか？
～将来、お子様を望まれる小児・若年成人がん患者さんへ～

妊孕性（にんようせい）とは、「妊娠するために必要な力」のことを言います。
がん治療は、妊孕性に影響を及ぼすことがあり、将来ご自身で子どもをもつことが難しくなる場合が
あります。がん治療を始める前に、卵子・精子などを保存しておくこと(妊孕性温存治療)で、子どもを
授かる可能性を残せるかもしれません。
まずは、主治医やスタッフ、がん相談支援センターへご相談ください。

がん相談支援センターにご相談ください。

電話：06-6929-3632(直通）

窓口 : 病院1階 総合医療相談窓口

相談は無料、匿名の相談も可能です。

がんの状況やあなたの受ける治療が妊孕性に与える影響を主治医に聞い
てみましょう。治療によっては、妊孕性の心配をする必要がない場合も
あります。また、がんの治療に入るまでにどの程度の期間があるかも確
認しておきましょう。

ステップ1

主治医から説明を受けましょう

がんと診断されて間もない時期は、混乱もあり精神的にもつらい状況に
あります。一人で悩まず周囲の助けを借りましょう。
がん相談支援センターでは、妊孕性温存の流れや費用について説明し、
意思決定のお手伝いをしています。

ステップ2

ご家族や周囲の方と
相談しましょう

～がん相談支援センターを
ご利用ください～

妊孕性温存治療は自費診療ですが、治療内容や年齢等が条件に合致する
場合は、お住まいの自治体から助成金を受けることができます。大阪府
の場合、卵巣凍結40万円・未受精卵子凍結20万円・精子凍結2万5千円な
どの補助があります（2025年6月現在）。
詳しくはがん相談支援センターにお尋ねください。

ステップ4

自治体から助成金を
受けられる場合があります

妊孕性温存治療を希望される場合は、主治医へお申し出ください。
診療情報提供書を作成し、生殖医療の専門医療機関をご紹介します。
温存を迷われている方も、カウンセリングのみの受診ができますので
ご相談ください。
( 大阪府の場合、5千円のカウンセリング費用助成があります）

ステップ3

生殖医療の専門医療機関を
ご紹介します

1

冊子「がん治療前の妊よう性・生殖機能温存」 →
（大阪がん・生殖医療ネットワーク）

大阪府がん患者等妊よう性温存治療費等助成事業 →
(大阪府ホームページ）

がん医療支援センターは、すべての年代のがん患者さんとそのご家族を支援します。

Osaka City General Hospital



『口腔ケアチームにききました！』

お 豆知識

Ｑ：口腔ケアチームってどんな仕事？
A：入院患者様の口腔内環境を整えることで原疾患の治療

や回復を支援するチームです。患者様の口腔内の健康をサ
ポートすることで、全身の健康状態の改善、誤嚥性肺炎の予
防、入院期間の短縮、そして患者様のQOLの向上に貢献して
います。
歯科医師、歯科衛生士で構成され、患者様一人ひとりの状

態に応じた口腔ケアを行っています。
活動内容は、入院中の患者様を対象に、外来診察室では専

門の機械を使用し、歯石除去やブラッシング指導などを行っ
ています。
病棟への往診では、患者様に負担をかけないよう留意しな

がら介入しています。
患者様ご本人だけではなく、家族、医療スタッフに対して

も口腔ケアの重要性や適切な方法を指導し、多職種と連携し
ながら口腔機能の維持回復をサポートします。
入院や治療が決まったら、歯科受診し口腔内環境を整えま

しょう！
入院中に気になることがあればお気軽にご相談下さい。

参考：久光製薬 経皮薬物送達システム（TDDS）、岸田直樹：調剤と情報 2025.4 (VOL31 No.5)第6回湿布薬をとことん考える特別講義（前編）

〇
●
湿
布
薬
の
違
い
に
つ
い
て
●
〇

貼
付
剤
は
剤
形
か
ら
、
水
分
含
有
量
が
多
く
厚
み
の
あ
る
湿
布
剤(

パ
ッ

プ
剤)

と
脂
溶
性
高
分
子
を
使
用
し
薄
型
で
皮
膚
に
密
着
す
る
プ
ラ
ス
タ
ー

剤(

テ
ー
プ
剤)

に
分
か
れ
、
こ
の
両
者
そ
れ
ぞ
れ
に
温
感
タ
イ
プ
と
冷
感
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

水
分
を
多
く
含
む
湿
布
剤
（
パ
ッ
プ
剤
）
は
刺
激
が
少
な
く
、
含
有
さ
れ

る
水
分
の
影
響
で
冷
却
効
果
が
あ
り
、
肌
に
優
し
い
で
す
が
、
は
が
れ
や
す

い
で
す
。

一
方
水
分
を
含
ま
な
い
プ
ラ
ス
タ
ー
剤
（
テ
ー
プ
剤
）
は
、
保
温
効
果
が

あ
り
基
本
的
に
は
肌
色
タ
イ
プ
で
薄
い
シ
ー
ト
状
で
粘
着
性
が
高
く
、
剝
が

れ
に
く
く
、
貼
っ
て
も
目
立
ち
に
く
い
一
方
、
か
ぶ
れ
や
す
い
た
め
、
肌
の

弱
い
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

良
く
動
か
す
よ
う
な
部
位
（
関
節
な
ど
）
に
は
テ
ー
プ
剤
を
、
か
ぶ
れ
や
す

い
人
に
は
湿
布
剤
を
使
用
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

冷
シ
ッ
プ
（
冷
感
タ
イ
プ
）
、
温
シ
ッ
プ
（
温
感
タ
イ
プ
）
は
、
ど
ち
ら

も
鎮
痛
剤
の
成
分
が
配
合
さ
れ
た
シ
ッ
プ
剤
で
あ
り
、
湿
布
が
冷
た
く
て
も

温
か
く
て
も
、
鎮
痛
作
用
の
効
果
は
同
じ
で
す
。

冷
シ
ッ
プ
は
メ
ン
ト
ー
ル
な
ど
を
配
合
し
て
お
り
、
実
際
に
温
度
を
下
げ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
冷
感
刺
激
で
冷
た
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。温

シ
ッ
プ
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
エ
キ
ス
な
ど
の
温
感
刺
激
剤
が
配
合
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
パ
ッ
プ
剤
で
は
温
感
タ
イ
プ
で
も
冷
感
タ
イ
プ
と
ほ
ぼ
同
様
に
貼

り
付
け
当
初
は
、
皮
膚
温
は
下
が
り
、
一
旦
下
が
っ
た
皮
膚
表
面
の
温
度
は

貼
っ
て
か
ら
９
０
分
前
後
で
上
が
り
始
め
、
２
～
３
度
温
度
が
上
昇
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
成
分
の
カ
プ
サ
イ
シ
ン
に
よ
り
末
梢
循
環
機
能
を
促
進
し
、
貼
付
部
位

に
温
感
刺
激
を
与
え
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
皮
膚
刺
激
が
強
く
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
刺
激
が
強

く
て
合
わ
な
い
場
合
は
避
け
た
方
が
良
い
で
す
。

一
般
的
に
熱
を
伴
う
急
性
の
痛
み
に
は
冷
や
す
た
め
に
冷
感
パ
ッ
プ
剤
を

慢
性
の
痛
み
に
は
温
め
る
た
め
に
テ
ー
プ
剤
や
場
合
に
よ
っ
て
は
温
感
パ
ッ

プ
剤
を
使
用
す
る
こ
と
が
よ
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ӣのご紹介
かかりつけ医とは、病気になったときなどにすぐに相談できる地域にある医院やクリニック、診療所な
どのお医者さんです。日常的に相談でき、緊急の場合にも対処してくれるかかりつけ医をもちましょう。

日常の診療・健康管理はかかりつけ医で

紹介

専門的な検査・治療は当院で 病状が安定したら再びかかりつけ医で

逆紹介

Osaka City General Hospital

×

いけじり内科外科クリニック

院 長 池尻 真康（いけじり まさやす）

診療科 内科 外科 胃腸科

住 所 大阪市城東区関目６－７－８

電 話 ０６－６１８０－１１００

大阪市城東区と旭区との境界になる国道
163号線沿いで診療しております。
当院のモットーは、ひとりひとりの患者様

を大切にすること、地域に密着した「町のお
医者さん」になることです。
当院は内科（女医）と外科の併診制で、より
よい医療を提供し、往診や在宅診療にも積極
的に取り組んでおります。

今泉クリニック

院 長 今泉 昌男（いまいずみ まさお）

診療科 内科 循環器内科 神経内科

住 所 大阪市北区天神橋７ー２ー１３F

電 話 ０６ー６４５０ー５１２５

院長あいさつ

診療時間 月 火 水 木 金 土

9:00～12:30 〇 〇 × 〇 〇 〇

17:00～19:00 〇 〇 × 〇 〇 ×

診療時間 月 火 水 木 金 土

9:00～13:00 〇 〇 〇 × 〇 〇

15:00～21:00 〇 〇 〇 × 〇 〇

今泉院長

院長あいさつ

“町のお医者さん（プライマリ・ケア医”として、
“患者様目線での治療（全人的医療）”を行うクリ
ニックです。
「とりあえずあそこに行ったら、何とかしてくれ
る」と思っていただけるような、常に進化し続け
るクリニックを目指しております。
家族の方や自身の体のことでの不安や気になるこ
とがあれば、些細なことでもまずは「今泉クリ
ニック」で御相談ください。



いつもの朝食にひと手間加えてたんぱく質強化！

・食パン：1枚(6枚切り)
・納豆：1パック
・釜揚げしらす：大さじ４
・マヨネーズ：大さじ2弱
・お好みで海苔やネギ

エネルギー：315 kcal
たんぱく質：17.1g
脂質：14.4g
炭水化物：32.7g
食塩：1.76g

＃10

つくりかた

●外来にて、栄養相談・栄養指導行っています。ご希望される方は主治医へご相談ください。

栄養部 中辻 栞菜

バタートーストと比べて、今
回のレシピだとたんぱく質量
が約３倍アップします！
たんぱく質の多い食品は他に
も卵やハム、ツナなどがあり
ます。お好みでアレンジして
みて下さい！

ポイント

① 食パンに納豆、しらすをのせマヨネーズをかける。
② トースターで3～4分程度焼く。
③ お好みで海苔やねぎをちらして完成。

発行責任者：大阪市立総合医療センター 地域医療連携室

〒534-0021  大阪市都島区都島本通2-13-22

http://www.osakacity-hp.or.jp/ocgh/ 大阪市立総合医療センター

患者さんの権利
1.個人の尊厳を重視した安全で良質な医療を平等に受ける権利があります。
2.自分の医療に関する情報を理解できる言葉や方法で十分に提供された後、意見を述べる
など治療計画に参加し、自分の意思に基づいて医療行為を選択する権利があります。
3.自分の受ける医療について、知る権利ならびに診療情報の開示を求める権利があります。
4.診療に関する個人情報は、診療目的以外に使用されないよう厳密に保護されます。
5.プライバシーに配慮した医療の提供を受ける権利があります。
自分の病気に関する説明、診断などを他の医療機関からも受ける権利があります。

今後のよりよい広報誌づくりのため、次のアンケート
フォームより皆さまのご意見をお聞かせください。

読者アンケートのお願い

https://forms.gle/VJs9M7ejM4omZticA

市民公開ダイアベティス(糖尿病)ゼミナール2025
糖尿病治療はここまで進化した～週１回で変わる未来～

最近よく耳にする「フレイル」という言葉をご存じですか？フレイルとは、
加齢により体力と気力が低下した状態のことを言います。年齢を重ねると筋
力や体力が低下し、ちょっとしたことで転んだり、疲れやすくなったりする
ことはありませんか？放っておくと日常生活に支障をきたす可能性があるの
で、早くから生活習慣を見直すことが大切となります。フレイル予防の食事
のポイントは、「やせすぎ」を防ぐことです。特に筋肉を作る材料となる魚、
肉、卵、大豆などのたんぱく質をしっかり食べるようにしましょう。

2025年11月６日（木）13：00～
当院さくらホールで開催決定！
事前のお申し込みは不要です。
ぜひお気軽にご参加ください。

材料

栄養価（1人当たり）

迷ったら 簡単レシピ

合同市民医学講座（大阪公立大学医学部付属病院・大阪市立総合医療センター）

人生百寿時代～知って安心、認知症と感染症のいま～

2025年12月７日（日）14：00～
大阪公立大学森之宮キャンパス
参加費無料
事前申込制（WEB申込）
ぜひお気軽にご参加ください。

http://www.osakacity-hp.or.jp/ocgh/

